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1　患者さんの権利を尊重します
1　信頼できる医療を提供します
1　医療の安全を追求します
1　優しい医療を行います
1　職員が働く喜びと誇りの持てる職場をめざします

わたくしたちは　市立砺波総合病院の職員であることを
誇りとし　愛と奉仕の精神のもとに　病気で悩める人々
を癒すことに互いの心を結集し　この憲章を定めます

市立砺波総合病院憲章

市立砺波総合病院は

地域に開かれ
地域住民に親しまれ
信頼される病院
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平
成
26
年
10
月
1
日
、
患
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
あ
し
す
」

を
病
院
正
面
に
開
設
し
ま
し
た
。

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
あ
し
す
」

「
お
あ
し
す
」
を
開
設
し
ま
し
た

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　「
お
あ
し
す
」　
で
は

・
前
方
連
携

・
後
方
連
携

・
院
内
の
連
絡
・
調
整

　
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
、
入
退
院
支
援

や
各
種
の
相
談
業
務
な
ど
を
行
い
、
地
域
医

療
機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
よ
り
適
切
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
立
場
に

立
っ
て
、
入
院
か
ら
退
院
そ
し
て
地
域
に

戻
ら
れ
て
か
ら
も
、
安
全
で
安
心
な
切
れ

目
の
な
い
療
養
と
な
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
市
立
砺
波
総
合
病
院
の
中
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
併
設
さ

れ
ま
す
。
市
役

所
へ
行
か
な
く

て
も
介
護
や
予

防
、
要
介
護
認

定
な
ど
の
相
談

が
で
き
ま
す
。

　
地
域
医
療
機
関
（
開
業
医
等
）・

地
域
担
当
者
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
等
）
が
連
携
を
強
化
し
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
支
援
し

ま
す
。

　〝
か
か
り
つ
け
医
〞
を
も
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　「
風
邪
か
な
？
」「
何
か
調
子

が
悪
い
な
ー
。」　
そ
の
よ
う
な

と
き
に
は
日
常
気
軽
に
診
て
も

ら
っ
た
り
、
相
談
し
た
り
で
き

る
お
医
者
さ
ん
（
か
か
り
つ
け

医
）
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
詳
し
い
検
査
や
治
療
が

入退院支援室

医療と介護の連携が図られ、患者情報が正確に伝わります。

● 

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
あ
し
す
」
に
は
5
つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

● 

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
あ
し
す
」
に
は
5
つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
室

地域医療連携室

1

総合相談室病床管理室

総合病院地域包括
支援センター

必
要
と
判
断
さ
れ
た
ら
本
院
を
は
じ
め
と

し
た
総
合
病
院
（
大
き
な
病
院
）
を
紹
介

さ
れ
ま
す
。﹇
前
方
連
携
﹈

こ
の
よ
う
な
〝
か
か
り
つ
け
医
〞
を
持
つ

お
手
伝
い
﹇
後
方
連
携
﹈
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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患者総合支援センター「おあしす」　を開設しました　特 集

入
退
院
支
援
室

・
入
院
に
関
す
る
手
続
き

・
入
院
時
の
書
類
整
理

・
退
院
支
援

・
退
院
時
手
続
き

・
持
参
薬
管
理

　
入
院
時
・
退
院
時
に
は
、
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
に
は
不
安
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
安
心
し
て
入
院
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

ま
た
安
心
し
て
退
院
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
入
退
院
の
際
に
必
要
な
手
続
き
は
、
入

退
院
支
援
室
の
担
当
者
が
お
手
伝
い
し
ま

す
。
入
院
時
の
書
類
や
持
ち
物
な
ど
の
説

明
や
服
用
中
の
お
薬
の
確
認
も
し
ま
す
。

ま
た
、
お
部
屋
の
ご
希
望
な
ど
も
聞
き
、

入
院
生
活
の
環
境
を
整
え
ま
す
。
入
院
時

に
は
、
書
類
や
お
薬
の
服
薬
状
況
の
確
認

を
行
い
病
棟
ま
で
案
内
し
ま
す
。
診
断
書

な
ど
の
書
類
の
対
応
も
し
ま
す
。

　住み慣れた場所で安心して

療養生活を送ることができる

ように、支援させていただきま

すので、どんなことでもお気軽

にご相談ください。

2

総
合
相
談
室

・
総
合
相
談

・
医
療
・
福
祉
相
談

・
看
護
外
来

・
が
ん
相
談
・
肝
疾
患
相
談

・
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

　
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
不
安
・
疑
問
な

ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
身
体
の
状
態
の

こ
と
、
退
院
後
の
生
活
の
こ
と
、
お
薬
の

こ
と
、
栄
養
の
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
関
係
部
署

の
担
当
者
が
対
応
し
ま
す
。

3

病
床
管
理
室

・
病
床
決
定

・
病
床
管
理

　
入
院
病
床
を
決
め
ま
す
。
ま
た
病
床
稼

働
率
や
平
均
在
院
日
数
な
ど
を
把
握
し
、

効
率
の
よ
い
病
床
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
情
報
を
一
括
管
理
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
入
退
院
支
援
や
調
整
な
ど
も
行

い
ま
す
。

4

総
合
病
院
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

　
と
の
連
絡
調
整

　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
申
請
の
相
談
や

申
請
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
高

齢
者
の
様
々
な
在
宅
や
日
常
生
活
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
総
合
的
な
相
談
支
援
を
行

い
ま
す
。
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GLP-1 GIP

糖
尿
病
食
事
療
法
・
薬
物
療
法
最
近
の
進
歩

糖
尿
病
食
事
療
法
・
薬
物
療
法
最
近
の
進
歩

早
川
　
哲
雄

各 科 だ よ り
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内
分
泌
内
科

最
近
食
品
の
選
び
方
や
食
事
を
と
る
順
番
に
よ
っ
て
食
後
の
高
血
糖
を
抑
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、今
ま
で
の
糖
尿
病

薬
と
作
用
機
序
の
異
な
る
薬
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
の
で
食
事
療
法・薬
物
療
法

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

はじめに食
事
療
法

食
事
療
法

　

主
食
で
す
が
ご
飯
と
麺
類
は
糖
質
を
多
く

含
む
食
品
な
の
で
同
時
に
と
る
と
食
後
血
糖

が
高
く
な
り
ま
す
。
ご
飯
と
麺
類
は
別
々
に

と
り
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
主
菜
で
す
が
、
新
鮮
な
魚
、
脂
肪
分

の
少
な
い
肉
・
大
豆
製
品
な
ど
を
と
り
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
飽

和
脂
肪
酸
の
摂
取
を
抑
え
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
の
発
症
を
防
ぎ
ま
す
。
最
近
、
肉
や
脂
肪

を
と
る
と
後
で
述
べ
る
腸
管
か
ら
分
泌
さ
れ

る
イ
ン
ク
レ
チ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
う
ち

太
り
や
す
く
な
る
G
I
P
が
分
泌
さ
れ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
肉

よ
り
魚
、
特
に
青
み
の
魚
を
と
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

薬
物
療
法

薬
物
療
法

　

最
近
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
と

S
G
L
T
2
阻
害
薬
と
い
う
今
ま
で
の
糖
尿

病
薬
と
作
用
機
序
の
異
な
る
薬
が
発
売
さ
れ

糖
尿
病
の
治
療
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

イ
ン
ク
レ
チ
ン
と
は
食
事
を
と
る
と
腸
管
か

ら
分
泌
さ
れ
る
G
L
P
ー
1
や
G
I
P
と
い

う
ホ
ル
モ
ン
で
G
L
P
ー
1
・
G
I
P
は
膵

臓
に
作
用
し
て
血
糖
を
低
下
さ
せ
る
ホ
ル
モ

ン
で
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
促
進
し
ま

す
。
G
L
P
ー
1
は
さ
ら
に
血
糖
を
上
昇
さ

せ
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
グ
ル
カ
ゴ
ン
の
分
泌

を
お
さ
え
る
こ
と
に
よ
り
血
糖
を
低
下
さ
せ

ま
す
。
し
か
し
イ
ン
ク
レ
チ
ン
は
D
P
P
ー

4
と
い
う
酵
素
に
よ
っ
て
す
ぐ
に
分
解
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
イ
ン
ク
レ
チ
ン

関
連
薬
に
は
D
P
P
ー
4
の
働
き
を
阻
害
し

イ
ン
ク
レ
チ
ン
の
分
解
を
抑
え
る
D
P
P
ー

4
阻
害
薬
と
高
濃
度
の
イ
ン
ク
レ
チ
ン
製
剤

で
あ
る
G
L
P
ー
1
受
容
体
作
動
薬
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
は

血
糖
の
上
昇
に
伴
っ
て
分
泌
さ
れ
る
の
で
血

糖
が
低
い
時
は
分
泌
さ
れ
ず
低
血
糖
が
起
こ

り
に
く
い
薬
で
す
。
D
P
P
ー
4
阻
害
薬
は

飲
み
薬
で
、
一
方
G
L
P
ー
1
受
容
体
作
動

薬
は
注
射
薬
で
、
食
欲
や
胃
の
動
き
を
抑
え

　

さ
ら
に
食
事
を
と
る
順
番
も
大
切
で
野

菜
・
主
菜
・
主
食
の
順
に
と
る
と
よ
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
野
菜
に
は
食
物
繊

維
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
お
り
、
食
物
繊
維

は
便
秘
の
予
防
だ
け
で
は
な
く
食
後
血
糖
上

昇
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
主
菜
を
先
に
と
っ
て

か
ら
主
食
を
と
る
の
と
、
主
食
を
と
っ
て
か

ら
主
菜
を
と
る
の
で
は
主
菜
を
先
に
と
っ
た

ほ
う
が
イ
ン
ク
レ
チ
ン
の
う
ち
G
L
P
ー
1

が
増
加
し
て
食
後
血
糖
の
上
昇
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
食
は

魚
を
多
く
と
り
脂
肪
の
摂
取
量
が
少
な
く
食

物
繊
維
の
摂
取
量
が
多
い
の
で
糖
尿
病
の
食

事
療
法
に
は
理
想
的
で
す
。
懐
石
料
理
の
食

事
の
順
番
も
血
糖
を
上
昇
し
に
く
く
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

て
や
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
D
P
P
ー
4

阻
害
薬
は
日
本
人
で
は
欧
米
人
に
比
べ
て
血

糖
が
低
下
し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
イ
ン
ス
リ
ン
や
他
の
経
口
薬
と
一

緒
に
使
う
こ
と
も
で
き
併
用
に
よ
り
血
糖
が

さ
ら
に
低
下
し
ま
す
。
副
作
用
も
少
な
く
大

変
使
い
や
す
い
薬
な
の
で
多
く
の
患
者
さ
ん

に
処
方
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
S
G
L
T
2
阻
害
薬
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
S
G
L
T
2
と
は
腎
臓
に
お
い
て

尿
に
排
泄
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
糖
を
体
の
中
に
再

吸
収
す
る
蛋
白
質
で
す
。
S
G
L
T
2
を
阻

害
す
る
と
尿
の
ブ
ド
ウ
糖
が
再
吸
収
さ
れ
な

い
た
め
尿
糖
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
血
糖
が

低
下
し
半
年
く
ら
い
ま
で
は
体
重
が
約
3
㎏

減
少
し
ま
す
。
さ
ら
に
血
圧
や
尿
酸
が
低
下

し
脂
質
改
善
作
用
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

尿
糖
が
た
く
さ
ん
出
て
尿
量
が
増
え
る
た
め

副
作
用
と
し
て
多
尿
、
脱
水
、
尿
路
感
染

症
、
性
器
感
染
症
や
皮
疹
な
ど
の
発
症
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
薬
は
飲
ん
だ
ら

す
ぐ
に
尿
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
の
で
水
分
を

500
㎖
く
ら
い
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
4
月
に
発
売
さ
れ
た
ば
か
り
の
薬
で

す
の
で
副
作
用
に
十
分
に
注
意
し
何
か
あ
れ

ば
す
ぐ
に
先
生
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

食後血糖上昇を抑制する
食事をとる順番

DPP-4阻害剤

野菜

主菜

主食

胃

消化管

腎臓

食物摂取

SGLT2阻害剤

血糖低下

血糖低下

インスリン分泌促進

糖再吸収抑制

尿糖増加

不
活
化

不
活
化

DPP-4
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前立腺がんについて前立腺がんについて

 

・はじめに
　前立腺がんのほとんどは50歳以降に発生し、
近年もっとも増加しているがんと言われていま
す。厚生労働省の報告では、前立腺がんの罹患数
は、2020年以降に男性のがんの第1位になると
予想されています（図1）。

図1　がんの罹患数と将来予測

・前立腺とは ?
前立腺は男性だけにある臓器です。前立腺は膀
胱の直下にあり、尿道を取り囲んでいます（図
2）。前立腺の働きの一つは、前立腺液を分泌す
ることです。前立
腺液は、精液の一
部となり、精子を
保護し、精子に栄
養を与えるととも
に、その運動機能
を助ける役割を果
たしています。

図2　前立腺の位置

・前立腺がんの症状
　早期の前立腺がんには、がん特有の症状はあり
ません。がんが進行すると、尿がでにくい、排尿時
に痛みを伴う、尿や精液に血が混じる、などの症
状がみられることがあります。さらに進行すると、
がんが骨盤や腰の骨を中心としたほかの部位にま
で転移します。骨に転移した場合には、痛みがあら
われることがあります。
・前立腺がんの診断
○PSA検査
　前立腺がんが存在すると血液中のPSA(前立腺
特異抗原)が高値になります。当院では血液検査を
して1時間ほどで結果がわかります。一般的には
PSA値が4.0ng/mlを超えると前立腺がんの可能
性があると考えます。PSA値が4～10ng/mlをい
わゆる「グレーゾーン」といい、約30%にがんが見
つかります。この段階で発見された前立腺がんは
早期がんであることが多いので、PSA検査は前立
腺がんの早期発見には必須項目です。
○前立腺生検
　PSA値などによってがんが疑われる場合、確定
診断をするためには、前立腺の組織を採取する前
立腺生検を行い、がん細胞の有無を顕微鏡検査で

診断します。当科では1泊2日の入院で検査を行っ
ています。結果の判明までは1-2週間かかります。
・治　療
○手術療法
　手術で前立腺を摘出する治療です。当科では腹
腔鏡(ふくくうきょう)で前立腺を摘出する手術を
行っています。腹腔鏡手術では、おなかに小さな
穴を5カ所開け、その穴からおなかの中を観察す
るカメラや、細長い器具を挿入して手術を行いま
す。当科はこれまでこの方法で100例以上の手術
を行ってきました。治療成績は良好で、大きな合
併症もこれまで認めていません。手術治療の欠点
としては,10日-2週間程度の入院が必要なこと、ま
た術後一定期間、尿が漏れやすくなること、勃起
機能が低下することなどです。
○放射線治療
　放射線治療には、体の外から放射線をあてる方
法と、前立腺の中に放射線物質を埋め込む治療が
あります。
体の中に放射線物質を埋め込む治療は、放射線の
つまった小さなカプセルを前立腺の中に数十個埋
め込む方法です（図3）。多くの人で勃起機能を維
持できることや治療後の尿漏れの危険性が少ない
ことが長所で
す。短所として
は、3泊4日で
すが入院して埋
め込み手術が
必要であること
や、しばらくの
間おしっこが出
にくくなったり、
おしっこをする時に痛みを感じたりすることなど
があります。また、がんの性質がおとなしく早期の
人のみが対象となります。当科では、富山県で唯
一、この埋め込み型の放射線治療を行っておりま
す。これまで治療された方で、再発した方や、大き
な副作用が発生した例はありません。
○ホルモン療法
　手術を受けられない場合や、転移した前立腺が
んには、注射や飲み薬によるホルモン治療が行わ
れます。
・おわりに
　前立腺は早期で発見できれば完治する可能性が
高いがんです。早期発見のためにはPSA検査を受
けることが重要です。もしがんと診断された場合
にどのような治療を行うかは、前立腺がんの進行
の程度や患者さんの年齢・状態によっても異なる
ため、主治医とよく相談して決定していただきたい
と思います。

図３　挿入する線源
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焼きたてパンを店内でどうぞ。お持ち帰りもOK！

落ち着いた雰囲気の中に14のベッドがあります。

３階４階は、事務部門等になります。

がん患者
サロン
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化学療法室

平　日：7:30～20:00　土日祝：9:00～18:00営業時間

病室への配達も承ります。

8:00～20:00（元旦のみ休業）営業時間

平　日10:00～12:30　13:30～16:00営業時間

入院中でない方も
借りられますよ。

おあしす文庫おあしす文庫

化学療法室化学療法室

ホスピタル
ヴァローレ（売店）
ホスピタル
ヴァローレ（売店）

（喫茶）（喫茶）
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1.当院では、病気を克服しようとしておられる患者さんの人権を尊重し、その経済的・社会
的地位、年齢、性別、疾病の種類などにかかわらず平等で最良の医療を提供します。

2.当院では、患者さんと一緒に病気を克服するために、患者さんが既に実施された診療の
内容と、これから行われようとする検査、及び治療の目的、方法、内容、危険性、治療の見
通し及び、これに代わる他の治療法について十分説明し、さらに患者さんの治療に対す
る希望もお聞きし、相互の理解を得た上で、医療を行います。

3.当院では、患者さんの希望があれば原則として、患者さん本人にカルテを開示いたしま
す。また、他の医療機関にかかり意見を求めるためや、他の医療機関に移られるときには
全ての情報をお渡しします。

４.当院では、患者さんのプライバシーを守るために、患者さんの承諾なく当院の医療従事
者以外の第三者に患者さんの情報を開示いたしません。

５.患者さんの権利には義務と責任が伴います。

以上を守り診療することを約束いたします。

診療案内

外来診療受付時間

休 診 日

□新患　午前8時15分から午前11時まで

□再診　午前8時00分から午前11時まで

※診療科・曜日によって異なりますので、
　詳しくはお問い合せください。

『患者さんの権利を守るために』

土・日・休日および年末年始

市
立
砺
波
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広
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す

2
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号

　10月1日、1階正面に『患者総合支援センター』
を開設しました。
　それに伴い、地域医療連携室業務もセンター内
に移動しました。

★移転のお知らせ★院長伝言板院長伝言板
食中毒！ 
加熱調理後も危ないっ！

　食中毒！ 秋になり涼しくなったからといって油断は禁
物。恐ろしい「食中毒菌」がいるのです。加熱するから大
丈夫？ いやいや、そうではありません。食品を加熱すれ
ば普通の菌は死滅します。しかし、黄色ブドウ球菌が作り
出した「毒素」は100℃30分の加熱でも分解されない
のです。また、ウエルシュ菌のように通常の加熱では死な
ない菌もいます。一晩寝かせると美味しくなると言われ
ているカレーですが、常温で寝かせておくとウェルシュ
菌の大温床となります。このように加熱調理したからと
いって決して安心できません！ 食中毒にご用心を。

地域医療連携室だより地域医療連携室だより地域医療連携室だより

ご相談・ご依
頼等

ございました
ら是非お気軽

に

お立ち寄りく
ださい。

　当院では、病気や治療によるストレスを抱えながら
入院生活を過ごしている皆様に、一時でもリラックス
した時間を過ごしていただけるよう「患者さんのため
のオアシスコンサート」を開催しています。
　毎年１～２回正面玄関ホールを利用して、クラシッ
クだけではなく、合唱、民謡、邦楽、ギターなどの
様々な種類の音楽を楽しんでいただいています。今年9月19日に開催された第42回オアシスコンサー
トでは、「合唱団となみ」の皆さんによる素敵な歌声をお届けすることができました。
　これからも、皆さんの心に響く音楽会となるよう努力していきます。患者さんだけではなく、地域
の皆様のご来場もお待ちしています。

お気軽に


